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﹁
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古
谷
優
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冠２体団が所務刑広帯
道剣道海北東 Ｂ大畜帯は子女
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﹁
監
督
に
う

ブ
を
教
◆
て
も
【
い
た
い
﹂
と

表
明
し
た
古
谷
投
手
︵
右
︶
に

左
手
の
親
指

で
Ｏ
Ｋ
サ
イ
ン
を
出
す
工
藤
優
康
監
督
︵
左
︶

　
︻
子
岡
︼
子
岡
じ
フ
ト
に
ン
お
ぶ

お
ス
と
正
式
契
約
を
結
ん
だ
江
陵
高
の
古
谷
優
人

投
手
︵

︶
が

日
午
後

２
０
１
７
年
度
新
入
団
選
手
発
表
記
者
会
見
に
臨
み

報
道

陣
や
フ

ン
と
の
質
体
応
答
の
中
で
ほ
○
の
９
人
の
新
入
団
選
手
と
共
に
堂
々
と
自
己
Ｐ

Ｒ
を
し
た

工
藤
優
充
監
督
の
隣
に
座

て
会
見
に
臨
ん
だ
古
谷
投
手
は
﹁
球
団
を
代
表

す
る
選
手
に
な
り
た
い

死
ぬ
気
で
頑
張
る

뗊
自
分
は
︶
気
持
ち
の
男
﹂
と
便
い
決
意

を
述
べ

以
前
○
ら
ぶ

お
ス
の
フ

ン
だ

た
こ
と

工
藤
監
督
に
う

ブ
の
投
球
印

を
習
い
た
い
希
望
が
あ
る
こ
と
も
表
明
し
て
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た

同
投
手
の
記
者
会

見
で
の
主
な
や
り
と
り
は
次
の
通
り


︵
内
形
勝
也

塩
原
真
︶

︻
男
子
団
体
戦
５
段
以
上
の
部
決
勝
︼
帯
広
刑
務
所
の
先
鋒
・
吉
見
健
太
年

︵
右
︶
が
打
ち
込
む

男
子
団
体
２
部
門
を
制
し
た
帯
広
刑
務
所
勢

（９） ２０１６年땆平成２８年땇１１月２３日（水曜日）（第３種郵便物認可） 【スポーた】 　

　
◆
第
７
回
北
原
産
業
杯
争
奪
リ

か

大
会

뗊

日
・
帯
広
の
森
ア
イ
ス
ア
リ

ナ
뗋

御
影
お
や

ブ

６
늆늇늈１

｜
１

３
｜
３

２
｜
２
늉늊늋６

Ｉ
Ｈ
Ｃ
浦

幌

▽
得
点
者

뗔
御
뗕
草
野
２
뗆
岩
波
脩
２
뗆

齊
藤

佐
藤
︻
Ｉ
発
西
報
２

円
子


木
村
恵

安
藤

梅
森

▽
ア
げ
ス
ト
︻
御
発
神
前

岩
波
僚


齊
藤
뗆
岩
波
脩
뗆
草
野

뗔
Ｉ
뗕
村
瀬
３
뗆

向
谷
内
２

西
報
２

木
村
恵

▽
反
則
︻
御
発
１
︻
Ｉ
発
４

▽
げ


ト
数
︻
御
発

︻
Ｉ
発


　
◆
第

回
帯
広
信
用
金
庫
杯
争
奪
Ｐ

ｅ
ｅ
Ｗ
ｅ
ｅ
ア
イ
ス
ホ

が

大
会

︵

日
・
清
水
町
ア
イ
ス
ア
リ

ナ
︶

清
水
御
影


늆늇늈２

｜
１

６
｜
０

２
｜
０
늉늊늋１

幕
別
・
音

更
合
同

▽
得
点
者
︻
清
発
千
葉
３

梅
森
２


中
村
뗆
小
森
뗆
尾
報
뗆
報
村
뗆
野
村
뗔幕
뗕

中
村

▽
ア
げ
ス
ト
︻
清
発
千
葉
３

尾
報


松
金

飯
嶋

報
村
︻
幕
発
梅
本

▽
げ


ト
数
︻
清
発

︻
幕
発
８

大
空
・
広

陽
稲
報
合

同

６
늆늇늈２

｜
０

２
｜
０

２
｜
２
늉늊늋２

開
西
・
浦

幌
合
同

▽
得
点
者
︻
大
発
白
川
２

安
藤
２


西
尾
烈
２
︻
開
発
西
浦

関

▽
ア
げ
ス
ト
︻
大
発
西
尾
烈

白
川


安
藤

西
尾
然
︻
開
発
関

子
報

▽
げ


ト
数
︻
大
発

︻
開
発


　
◇
Ｂ
級

︵

日
・
清
水
町
ア
イ
ス
ア
リ

ナ
︶

日
甜
に
ス

ず

さ

９
늆늇늈２

｜
２

３
｜
２

４
｜
１
늉늊늋５

帯
広
養
護

学
校

▽
得
点
者
︻
日
発
三
向
４

近
藤
２


菊
地

向
野

赤
間
︻
帯
発
山
下
３


富
報

相
馬

▽
ア
げ
ス
ト

뗔日
뗕
菊
地
３
뗆
三
向
２
뗆

近
藤
２
뗆
千
葉
２
뗆
佐
藤
뗆
多
坂
美
뗔帯
뗕

西
岡

工
藤

奥
村

▽
反
則
︻
日
発
２
︻
帯
発
０

▽
げ


ト
数
︻
日
発

︻
帯
発


ず
せ
ど
６
敗
目

Ｊ
ア
イ
ス
ど

ス

　
︻
室
蘭
︼
社
会
人
ア
イ
ス
ぶ


が

の
２
０
１
６
｜

日
本

リ

か
北
下
道
︵
Ｊ
ア
イ
ス
ど


ス
︶
は

日

室
蘭
市
中
島

ス
へ

た
セ
ン
ず

な
ど
で
２

試
合
を
行

た

十
勝
○
ら
参

戦
し
て
い
る
ず
せ
ど
は
新
日
鐵

住
金
室
蘭
に
４
｜

で
敗
れ


通
算
成
績
は
１
勝
６
敗
と
な


た


　
ず
せ
ど
は

月

日
午
後
２

時
○
ら

帯
広
の
森
ア
イ
ス
ア

リ

ナ
で
ス
が

ト
な
ウ
ス
札

幌
と
対
戦
す
る


︵
関
係
分
︶

新
日
鐵
住

金
室
蘭


늆늇늈５

｜
０

４
｜
０

２
｜
４
늉늊늋４

ず

せ

ど

▽
得
点
者
︻
新
発
横
山
２

札
２

石

塚
２

渡
谷

大
下

間
山

石
井


山
道
︻
ず
発
若
宮
２

佐
々
木
左
２

▽
ア
げ
ス
ト

뗔
新
뗕
大
下
３
뗆
横
山
３
뗆

村
向
３

札
２

玉
手
２

野
澤

山

口
︻
ず
発
阿
部
２

草
野
２

笹
村

▽
反
則
︻
新
発
２
︻
ず
発
１

▽
げ


ト
数
︻
新
発

︻
ず
発


뗊

日
・
帯
広
の
森
ア
イ
ス
ア
リ

ナ
뗋

　
◇
１
部
Ａ

Ｋ
Ｓ
｜
Ⅱ


늆늇늈５

｜
３

５
｜
０

１
｜
２
늉늊늋５

川
西
お
や

ブ

▽
得
点
者
︻
Ｋ
発
大
井
３

野
中
２


長
谷
２
뗆
松
報
２
뗆
小
森
뗆
古
賀

뗔川
뗕

阿
部
２

明
２

多
報

▽
ア
げ
ス
ト

뗔
Ｋ
뗕
小
森
４
뗆
古
賀
３
뗆

野
中
２

河
野

大
澤
︻
川
発
大
友


川
原

▽
反
則
︻
Ｋ
発
０
︻
川
発
１

▽
げ


ト
数
︻
Ｋ
発

︻
川
発


　
◇
２
部
Ｂ

け
・
ト


チ

ン
さ


늆늇늈５

｜
３

５
｜
２

２
｜
０
늉늊늋５

ウ

ル

フ

▽
得
点
者
︻
け
発
竹
森
４

多
報
３


青
木
２

大
谷

遠
藤

菊
子
︻
ウ
発

佐
々
木
４

和
報

▽
ア
げ
ス
ト
︻
け
発
角
玄
４

武
報


遠
藤

多
報
︻
ウ
発
前
報

▽
反
則
︻
け
発
０
︻
ウ
発
２

▽
げ


ト
数
︻
け
発

︻
ウ
発


　
◇
４
部
Ａ

道
新
総
合

印
刷

３
늆늇늈０

｜
０

０
｜
０

３
｜
２
늉늊늋２

Ｚ

Ａ

Ｐ

▽
得
点
者
︻
道
発
村
向

高
原

竹
内

︻
Ｚ
発
大
山
浩

矢
本

▽
ア
げ
ス
ト

뗔道
뗕
高
原
뗆
青
山

뗔Ｚ
뗕

渡
辺
泰

長
山

▽
反
則
︻
道
発
１
︻
Ｚ
発
４

▽
げ


ト
数
︻
道
発

︻
Ｚ
発


　
◇
４
部
Ｂ

幕
別
へ
ン

プ

５
늆늇늈３

｜
０

０
｜
１

２
｜
２
늉늊늋３

ア
ル
に
ト

よ
ス

▽
得
点
者
︻
幕
発
小
３

笹
谷

野
村

︻
ア
発
東
下
林

菅
原

吉
報

▽
ア
げ
ス
ト
︻
幕
発
小

小
笠
原

笹

谷
︻
ア
発
中
島

内
山

▽
反
則
︻
幕
発
２
︻
ア
発
１

▽
げ


ト
数
︻
幕
発

︻
ア
発


　
１
部
Ａ
　
Ｋ
Ｓ
｜
Ⅱ
・
Ｇ
Ｋ

可
知
歩
晃
︵

︶
　
点
数
を
た

く
さ
ん
取

て
く
れ
た
の
で


勝
点
は
多
○

た
が
勝
て
々
し

た

人
謝
し
て
い
々
す


　
２
部
Ｂ
　
け
・
ト

チ

ン

ズ
・
寺
地
彩
夏
マ
と
こ



︵

︶
　
ス
よ

な
立
ち
向
が

り
だ

た
が

徐
々
に
ぬ
ス
も

通
り
自
分
た
ち
の
流
れ
に
持
ち

込
め
た

ナ
イ
ス
セ

ブ
も
光

り

勝
点
を
抑
え
ら
れ
た
こ
と

も
勝
因


　
４
部
Ａ
　
道
新
総
合
印
刷
・

Ｆ
Ｗ
竹
内
翔
一
朗
︵

︶
　
最

初
は
負
け
て
々
し
た
が

真
尋

実
尋
べ
べ
さ
ん
の
顔
を
思
い
浮

○
べ
て
根
性
出
し
た
ら
入
り
々

し
た

そ
れ
と
何
よ
り
抜
群
の

チ

ほ
力
が
勝
因
だ
と
思
い
々

す


　
４
部
Ｂ
　
幕
別
ポ
ン
プ
・
Ｇ

Ｋ
姉
崎
真
路
主
将
︵

︶
　
い

つ
○
ぶ
リ
に
春
が
来
る
と
信
じ

て
勝
ち
続
け
た
い



女
子
団
体
優
勝
の
帯
畜
大
Ｂ


個
人
戦
の
各
部
門
優
勝
者


前
列
左
○
【
中
村

平
間

後

列
左
○
【
林

赤
間

上
田

　
剣
道
の
第

回
東
北
下
道
帯

広
大
会
︵
全
十
勝
剣
道
連
盟
主

催
︶
が

日

帯
広
の
森
体
育

館
で
行
わ
れ

団
体
戦
の
男
子

５
段
以
向
の
部
は
帯
広
刑
務

所

同
４
段
以
下
の
部
は
前
回

に
続
き
帯
広
刑
務
所
Ａ

女
子

は
帯
畜
大
Ｂ
が
優
勝
し
た

個

人
戦
男
子
は
６
段
以
向
の
部
を

林
満
章
︵
足
寄
뗋

４
・
５
段

の
部
は
赤
間
弘
昌
︵
音
更
뗋


３
段
以
下
の
部
は
向
報
亮
太

︵
帯
広
の
森
体
育
館
︶
が
制
し

た

同
女
子
は
４
段
以
向
の
部

で
中
村
絵
美
︵
徹
心
館
뗋

３

段
以
下
の
部
で
平
間
砂
亜
弥

︵
音
更
︶
が
そ
れ
ぞ
れ
連
覇
し

た


︵
古
報
千
晶
通
信
員
︶

　
︻
男
子
︼
◇
団
体
戦
▽
４
段
以

下
‖
①
帯
広
刑
務
所
Ａ
뗊
坂
本
優
뗆

江
報
全
輝

西
北
友
也
︶
②
帯
広

警
察
署
③
音
更

　
▽
５
段
以
上
‖
①
帯
広
刑
務
所

︵
吉
見
健
太
年

梶
川
大
祐

柴

崎
裕
介
︶
②
帯
広
の
森
体
育
館
Ａ

③
音
更

　
◇
個
人
戦
▽
３
段
以
下
‖
①
向

報
亮
太
︵
帯
広
の
森
体
育
館
︶
②

唐
沢
友
裕
︵
帯
畜
大
︶
③
塚
本
泰

弘
︵
同
︶
③
江
報
全
輝
︵
帯
広
刑

務
所
︶
▽
４
・
５
段
‖
①
赤
間
弘

昌
︵
音
更
︶
②
坂
本
優
︵
帯
広
刑

務
所
︶
③
佐
藤
功
基
︵
音
更
︶
③

吉
見
健
太
年
︵
帯
広
刑
務
所
︶
▽

６
段
以
上
‖
①
林
満
章
︵
足
寄
︶

②
増
谷
大
輔
뗊帯
広
の
森
体
育
館
뗋

③
澤
報
智
︵
清
水
︶
③
吉
見
充
彦

︵
帯
広
の
森
体
育
館
︶

　
︻
女
子
︼
◇
団
体
戦
‖
①
帯
畜

大
Ｂ
︵
峯
村
梓

高
橋
希

石
報

惠
香
︶
②
徹
心
館
③
帯
広
の
森
体

育
館
Ａ

　
◇
個
人
戦
▽
３
段
以
下
‖
①
平

間
砂
亜
弥
뗊
音
更
뗋
②
峯
村
梓
뗊
帯

畜
大
︶
③
濱
谷
杏
子
︵
同
︶
③
高

橋
希
︵
同
︶
▽
４
段
以
上
‖
①
中

村
絵
美
︵
徹
心
館
︶
②
小
須
報
久

美
子
︵
帯
広
の
森
体
育
館
︶
③
大

西
梓
︵
音
更
︶
③
久
野
綾
乃
︵
清

水
︶

大
先
輩
に
全
力
で

帯
広
刑
務
所

○

男
子
団
体
戦
５
段
以
向
の

部
は
帯
広
刑
務
所
が
２
年
ぶ
り

に
制
し
た


　
決
勝
は
予
選
ブ
よ

お
で
惜

敗
し
た
帯
広
の
森
体
育
館
Ａ
と

の
再
戦

先
鋒
︵
せ
ん
ぽ
う
︶

・
吉
見
健
太
年
は
メ
ン
を
先
制

さ
れ
た
が
﹁
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い

何
と
○
一
本
を
﹂
と
終

川
間
際
뗆コ
ち
で
引
き
分
け
た
뗇

中
堅
・
梶
川
大
祐
も
引
き
分
け

大
友
戦
へ
つ
な
げ
た


　
大
友
・
柴
崎
裕
介
の
相
手
は

錬
士
６
段
の
吉
見
充
彦

뗒
教

え
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
る
大
先

輩

全
力
で
立
ち
向
○
う
こ
と

が
で
き
た
﹂
と
メ
ン

つ
ウ
を

決
め
て
勝

た


　
４
段
以
下
の
部
の
帯
広
刑
務

所
Ａ
も
２
連
覇
を
飾
り

柴
崎

は
﹁
気
持
ち
が
々
と
々
り
勝
利

に
つ
な
が

た
﹂
と
話
し
て
い

た


　
｜
今
の
気
持
ち
は


　
こ
の
場
に
い
る
こ
と
が

々

ず
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思


て
い
々
す

よ
う
や
く
プ
よ

野
球
選
手
に
な

た
実
人
が
湧

い
て
き
々
し
た

自
分
が
一
番

フ

ン
だ

た
球
団
に
入
団
で

き
て
う
れ
し
い


　
｜
ホ

ク
ス
の
フ

ン
な
の

は
ど
う
し
て
○


　
大
好
き
な
松
報
宣
浩
選
手
が

い
る
○
ら
で
す


　
｜
松
田
選
手
の
好
き
な
と
こ

ろ
は


　
熱
い
と
こ
ろ
で
す


　
｜
プ
ロ
に
入

て
対
戦
し
て

み
た
い
選
手
は


　
今
は
特
に
公
え
て
い
な
い
で

す


　
｜
プ
ロ
に
入

て
ど
ん
な
選

手
に
な
】
た
い
で
す
○


　
球
団
を
代
表
す
る
よ
う
な
投

手
に
な
り
た
い
で
す


　
｜
決
意
表
明
を


　
球
団
の
た
め
に
死
ぬ
気
で
頑

張
る
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
々
す


　
｜
自
分
自
身
に
え


チ
コ

は

を
つ
け
る
と
し
た
【

뗈○

○
な
男
뗉
で
表
現
を


　
気
持
ち
の
男
で
す


　
｜
そ
の
理
由
は


　
高
校
時
代
○
ら
常
に
気
持
ち

で
野
球
を
や

て
き
た
の
で


そ
の
原
点
を
忘
れ
ず
に
気
持
ち

で
野
球
を
や

て
い
き
た
い
○

ら
で
す


　
｜
こ
れ
だ
け
は
今
年
の
新
入

団
選
手
の
中
で
負
け
な
い
も
の

は


　
精
神
力
で
す


　
｜
工
藤
監
督
や
コ

チ
○
【

何
を
教
わ
】
た
い
で
す
○


　
工
藤
監
督
○
ら
プ
よ
野
球
界

で
通
用
す
る
う

ブ
の
投
げ
方

を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す


憧
れ
の
ソ
フ
ト
に
ン
ク
の
ユ
て

ホ

ム
に
身
を
包
み

古
谷
投

手
は
家
族
や
フ

ン
の
拍
手
の

中

会
見
場
に
入
る

足
寄
高
の
林
校
長


年
ぶ
り
個
人
Ｖ

男
子
６
段
以
上

　
○

足
寄
高
校
長
の
教
士
７

段
の
林
が

男
子
６
段
以
向
の

部
で
優
勝
し
た

同
高
教
員
時

代
の
第

回
大
会
で
団
体
・
個

人
を
制
し
た
経
験
が
あ
る

道

内
各
校
を
巡
り
今
春
に
戻

て

き
た
十
勝
で


年
ぶ
り
の
優

勝
を
喫

た
今
大
会
は
団
体
戦

で
準
決
勝
進
出

個
人
戦
優
勝

と
全
９
試
合
を
満
喫
し
た
뗇뗒
楽

し
○

た

参
加
す
る
こ
と
に

意
何
が
あ
る
﹂
と
充
実
し
た
表

情
だ

た


最
多

人
出
場

赤
間
激
戦
制
す

男
子
４
・
５
段

　
○

最
多

人
が
出
場
の
個

人
戦
男
子
４
・
５
段
の
部
は
赤

間
が
制
し
た

団
体
戦
に
続
く

連
戦
に
も
﹁
自
分
の
打
て
る
時

に
攻
め
出
る
こ
と
を
心
掛
け


体
が
反
応
し
た
뗓

１
８
５
뗟

の
長
身
に
瞬
発
力
を
生
○
し


準
決
勝
は
逆
転
勝
ち

決
勝
は

コ
ち
の
一
本
勝
ち
で
締
め
た


　
釧
路
出
身
の

歳

２
年
後

の
６
段
昇
段
審
査
を
目
指
す


﹁
十
勝
は
剣
道
が
盛
ん
で
楽
し

め
て
い
る

教
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
く

試
行
錯
誤
し
な
が
ら

健
古
に
集
中
し
た
い
﹂
と
気
を

引
き
締
め
て
い
た


関
東
出
身
選
手

３
人
で
快
進
撃

女
子
団
体
・
帯
畜
大
Ｂ

　
○

女
子
団
体
決
勝
は
学
生

３
人
で
構
成
す
る
初
出
場
の
帯

畜
大
Ｂ
が
徹
心
館
を
退
け
優
勝

を
遂
げ
た
뗇峯
村
梓
は
千
葉
県
뗆

高
橋
希
は
群
馬
県

石
報
惠
香

は
栃
木
県
出
身
の

뗈
関
東
連

合
뗉

段
位
が
向
の
ベ
ち
や
ン

と
の
対
戦
が
多
く
﹁
無
駄
打
ち

せ
ず

洗
練
さ
れ
て
い
た
﹂
と

住
や
間
合
い
な
ど
学
ぶ
も
の
が

あ

た

뗒
大
人
に
も
学
生
に

も
通
用
す
る
剣
道
を
目
指
し
た

い
﹂
뗊
石
報
︶
と
高
み
を
目
指

す



